平成28年度JST人的サポート(特許戦略相談)利用申請書　別紙1
	機関名
	[bookmark: テキスト1]     

	申請責任者
	[bookmark: テキスト26]知財責任者等氏名を記入　　　　
	所属・役職
	[bookmark: テキスト27]知財責任者等所属と役職を記入

	相談依頼日
	日付を入力
	１．相談案件の概要

	学内管理番号*
	[bookmark: テキスト3]     
	相談の属する分野*
	選択してください
	相談内容の概要
· 貴機関における知財マネジメント活動に関するご相談内容をフリーフォームでご記載お願いいたします。
· [bookmark: _GoBack]将来の利活用を目指したより強い権利とするための出願やパッケージ化のための戦略、貴機関の出願の技術移転促進のための JST権利化支援の制度利用など、できるだけ具体的に記載ください。別途、JST担当より、内容の確認や、相談対応の方法等についてお問合せをさせて頂きます。





	２.連絡先（知財担当者等事務連絡先：別紙1知財・技術移転体制と同じ場合は重複する項目は氏名以外は省略可）

	所属部署
	[bookmark: テキスト16]     
	氏名
	[bookmark: テキスト17]     

	e-mail
	[bookmark: テキスト18]     
	電話番号
	[bookmark: テキスト19]     

	添付資料*
	[bookmark: テキスト20]     

	その他(要望等)*
	[bookmark: テキスト21]     

	*印：該当情報がある場合のみ記入。

	以下JST利用欄　

	整理番号
	JST2016-
	報告予定日
	
	分野
	
	担当者
	


平成28年度　JST人的サポート(特許戦略相談)利用申請書2016/4/1　ver.1.0


平成28年度 大学等知財基盤強化支援（人的サポート　特許戦略相談）
技術移転体制等の概要

・申請の際は必ずご記入ください
・全体でA4、2ページ程度を目安に記載ください
平成　年　月　日現在

1． 知財管理に関する体制
	氏名
	所属機関
部署
	役職
	本申請における立場

	○○　○○
	○○大学
産学連携センター
知的財産部門
	部長
	知的財産に係る責任者

	○○　○○
	同上
	コーディネータ
	申請（事務）担当者

	○○　○○
	
	
	特許経費に係る担当者



2． 技術移転に関する体制
	氏名
	所属機関
部署
	役職
	本申請における立場

	○○　○○
	○○大学
産学連携センター
知的財産部門
	部長
	技術移転に係る責任者

	○○　○○
	
	コーディネータ
	技術移転に係る担当者

	
	
	
	


（※）技術移転についてTLO等の外部機関と連携している場合は連携先機関の記載をお願いします。

３．貴機関における技術移転計画
　　※下記点を含む内容として下さい（様式自由）。
・貴機関における技術移転に向けた取り組みや体制整備状況












4． 貴機関における発明創出から技術移転までのフロー概要図（様式自由）
※上記１～２の関係者の位置づけを入れて記載ください。
　※貴機関のHPやパンフ等の組織図など使って図示頂いても結構です。















５．貴機関における知的財産（特許）に係る取得・予算計画
　（１）平成28年度　特許出願件数（予定含む）　　●●件
（２）平成28年度　特許保有件数（出願済で係属中のものも含む）　　●●件
　（３）平成28年度知財予算
　　　　・学内予算　　●●円
　　　　・外部からの充当予算　　●●円

以上

